
苗代校下のまいぶんマニュアル 

苗代校下は梯川流域と木場潟にはさまれた と、 

その平野を見渡す にあります。 

丘陵側の千木野町で、縄文時代に狩りにつかわれた石器や落とし穴が見つかって 

いて、その頃から人々が生活していたことがわかっています。 

 

（千木野町） 

おもな時代は （遺跡の全体では や のものも少し見つかっています）。 

教科書の小単元は 。 

ポイント①＝平野を見渡す台地に四角い が８基見つかりました。 

ポイント②＝ひつぎなど、遺体が埋葬された施設は残っていませんでしたが、

古墳をかこむ溝から が出土しました。 

 

（吉竹町） 

おもな時代は （遺跡の全体では までのものが見つかっています）。 

ポイント①＝台地上に がつくられ、少し離れた低地（打越町地内）

では漁や稲作を行うためと考えられる

が築かれました。 

ポイント②＝むらの発掘調査では、 や、 と考えられる掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

のあと、お祭りや儀式でつかわれた土器がたくさ

ん見つかっています。 

 

（大領町） 

おもな時代は と  

ポイント①＝奈良・平安時代と鎌倉・室町時代の２つの が見つかりました。 

ポイント②＝道路は直線的で、路面幅は７～８ｍと大きく、

の１つである「 」と考えられます。

ポイント③＝「 」という地名は、古代行政区分 に 

由来し、その居館
きょかん

があったのではないかと言われています。 

古墳時代の堰
せき
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